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中学校第２学年美術科の鑑賞における，美術作品の「見方を深める」ための学習指導法に関する研究

－感性と知を働かせるため，相互に交流する活動を通して－

広島市立安西中学校教諭 山 田 直 子

Ⅰ 研究主題設定の理由

美術科教育における鑑賞指導では，生徒が作品の

よさや美しさなどを豊かに感じ取れるように指導す

ることが大切であり，現行の『中学校学習指導要領

解説－美術編－』にも鑑賞指導の一層の充実を図る

ように記されている。

これまでの鑑賞指導を振り返ると，生徒が美術作

品の特徴や価値などの知識を得ることを中心とした

指導になっていたように思う。このような指導を通

して，生徒は美術作品のよさや価値を知識として習

得し，作品の見方を広げ，深めることができるもの

と考えていた。そして，そのことが鑑賞の能力を高

めることにつながると考えていた。しかし，生徒自

身が美術作品を時間をかけてしっかり見るという活

動がおろそかになったり，身に付けた知識において

も与えられたものであったりすることが多かったた

めに，生徒が理解したことを作品に対する感じ方に

してしまいがちになっていたように思う。これでは

見方を広げ，深めるということは不十分であったの

ではないかと考える。

したがって，生徒が作品から何かを感じ取り，考

えや思いを深めることのできる場をつくる必要があ

る。そして，美術作品を見ることを中心に，知識を

もって見たり，また自分の考えをもって見たりする

ことができれば，見方を深めることができるのでは

ないかと考える。このことが美術科教育における鑑

賞の能力の向上につながるものと考えるのである。

そこで本研究では，美術作品の見方を深める鑑賞

の指導を追究していきたいと考え，その指導法を探

ることとした。

Ⅱ 研究の方法

生徒が鑑賞の能力を高める上で，美術作品の見方

を深めることができる学習指導法を，鑑賞の授業実

践を通して探る。

Ⅲ 研究の内容

１ 研究主題に関する基礎的研究

(1) 美術科教育における鑑賞

遠藤友麗は，美術科教育における鑑賞について，

「他者の表現からよさや美しさを感じ取り味わった

り，感情や意図と工夫などを読み取ったり，文化の

違いやよさを尊重し合ったりする学習を通して，自

己と他者の視界を広げ豊かな生き方を見いだしてい

く活動である。」と述べている。

しかし，生徒の実態は，鑑賞を通して豊かな生き

方を見い出すまでには至っておらず，鑑賞後の感想

にも「○○が描いてある」や「迫力がある」などの

記述がよく見られる。これは，美術作品を漠然と見

たり，既習の事項に照らして見て分かること，直感

的に自分が感じたりしたことを感想にしていること

が多い。これでは，「表現のよさを感じ取る」こと

はできているものの，「自己と他者の視界を広げ」

るまでには深まっていないのではないかと考える。

美術作品に向き合うことにより，作品から見付け

たことや感じたことを生徒自身が明確にし，それを

ことばや文章で表現することができる。さらに作者

の意図や自分以外の人の感じ方や思いまでを知る機

会をもつことで，美術作品の見方を広げ，深めるこ

とができる鑑賞の活動になると考えるのである。
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(2) 「見方を深める」について

「見方を深める」とは『中学校学習指導要領解説

－美術編－』には以下のように記されている。

「見方を深める」とは，単に直感的に感じる美の感覚だけ
でなく，形や色の特徴や性質，用具や材料の基本的な用い方
などの知識や，自らの技能・経験に立脚した見方及び作者の
表現の精神や感性，生き方などと作品とのかかわりなどの視
点から，感性と知の両面を豊かに働かせ深く味わうことを目
指している。 ＊ は加筆

このように，美術作品の「見方を深める」ための

鑑賞活動においては，感性と知の両面を働かせる活

動を展開する必要があると考える。感性を働かせる

活動においては，前述したように，よさや美しさな

どを感じ取ることができる活動を行う。また，知を

働かせる活動では，これまで身に付けた知を生かし，

さらに意欲的に学習しようとする態度を働かせる活

動を行う。そして，それらを相互にかかわらせなが

ら学習を展開していくことが「見方を深める」指導

になると考える。

(3) 美術科教育における感性と知

遠藤友麗は，美術科教育における感性と知につい

て次のように述べている。感性とは，「よさや美し

さなどの価値，他者の心情などを感じ取る力のこと」

である。また，知は「新しい価値を見い出したり，

新しいものをつくり出したりすること」である。美

術科教育における知とは，生徒自らが活動して何か

知ることを指し，学習活動で働かせることのできる

もので，その「知を代表するものが創造性」である

と記している。本研究では，感性と知はこのように

とらえていくものとする。

そして，感性と知をかかわらせながら，その両面

を高めていくのである。したがって，鑑賞の指導を

するうえで，両面を相互にかかわらせることにより，

共に高めることをねらうように学習展開を工夫する

必要があると考える。

(4) 生徒が相互に交流することの意義

現行の『中学校学習指導要領解説－美術編－』へ

の改訂に際し，指導計画の作成と内容の取り扱いに

関して，以下のことが新たに設けられた。

学級全体やグループなど形態を工夫して，一人一人が
作品表現への自分の思いや工夫したことを発表したり，
他者のよさを認め合ったり，よりよく批評し合ったりす
る学習の機会を設けることが大切である。

鑑賞活動を行うということは，前述したように美

術作品を見ることで自分なりの思いや感じ方をもつ

ということである。しかし，これは個人的な活動に

陥りがちである。そこで，班や学級全体で自分の思

いなどを発表したり，それを聞いたりするといった

相互に交流する活動を設けることで，多様な見方が

できるようになると考える。作品を見て抱いた感じ

方や思いを交流するためには，自分の感じ方や思い

を明確にする必然性が生じる。さらに，自分以外の

人の見方を知り，その感じ方や思いに触れ，理解し

たり共感したりすることにより，それらを認識し，

自分の見方に取り入れ生かすことができる。

これらのことにより，美術作品の見方を深めるこ

とにつながると考えるのである。

図１ 中学校第２学年における「見方が深まる」構想図

「見方が深まる」構想図について

鑑賞活動において，第１学年では，作品の特徴や表現に関す

る基礎的な学習と，自分なりの感じ方をもつことができるよう

な活動を展開し，美術作品の基本的な見方を知り，見方を広げ

られることをねらった。

第２学年では，それを基盤に感性と知を働かせる活動を行う

ことで，その両面をかかわらせる。感性を働かせる活動では，

生徒が相互に交流できる場をもつことで感じ方を広げ高める。

知を働かせる活動では，見ることを中心に新たに知ることで視

点を増やす。そしてそれぞれの活動をかかわらせることで，感

性と知が徐々に高められ一体化していくと考える。その活動を

経て，生徒は多様な見方を認識することをねらいとする。その

結果，見方が深まると考えるのである。
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２ 検証授業の計画と実施

(1) 対象生徒 中学校第２学年

(2) 題材名 「西洋を魅了した浮世絵」（『美術２・

３上』P.34,35 日本文教出版 2001）
－自己紹介文をつくろう－

(3) 学習指導計画の作成にあたって

感性と知を働かせることのできる活動を組み込む

こととし，以下の点に配慮した。

○ 意欲的に知を働かせるための工夫

これまでの実践を反省し，生徒が美術作品につい

て調べたり，想像したりすることで，意欲的に知を

働かせることができるように考えた。その対象とす

る美術作品は西洋画の肖像画である。しかし，その

西洋の人物の背景には，日本の浮世絵や屏風などが

描かれているものを提示し，生徒が興味をもって見

ることができるようにした。

○ 相互に交流する場面設定の工夫

感性を働かせる活動として，生徒が相互に交流す

る場面を毎時設定した。まず第１時では，主に班で

話し合い，個人が発表する。第２時では，班の話し

合いを行い，第３時では，それを学級全体で発表す

るという展開とした。

表１ 学習指導計画
活動の内容 教師の支援

学習活動
（知） （感性） 知を働かせる活動に関して 感性を働かせる活動に関して

第 １ 作品を見て，初発の感想を書く。 見る
１ ２ 作品の構成物を見付ける。そして， ・ ワークシートに記入することで， ・ 人の考えを聞くことで作品の構成
時 作品に対する疑問をワークシート 見付けたものが確認できるようにす 物を新たに発見できることを気付か
に記入する。 る。 せる。
３ 見付けたことを発表し合う。 見付けたこと ・ 板書により自分の見付けた構成物

を交流する を確認できるようにする。
４ 作品について調べ，ワークシート 知る ・ 班で協力して調べることにより，
に記入する。 作品の基礎知識を得ることができる

ようにする。
５ 調べて分かったことを学級全体で 知ったこと ・ 自分と他の人が知ったことが全く ・ 学級全体で内容を交流することで，
確認する。 を交流する 同じではないことを知らせ，多様な 作品に対する感じ方を広げられるよ

見方に気付かせる。 うにする。
６ 再度作品を見て感想を書く｡ 知って見る ・ 作品について基礎的なことを知っ

た上で再度作品を見て新たに発見し
たことを認識させる。

７ 作品をさらに２点追加して見て， 見る ・ 作品の構成上に共通点を見付ける ・ 学級全体で交流し，共通点を自分
３点の表現上の共通点を探す。 ようにさせる。 のものとして認識させる。

第 １ ３点の作品について共通点を 見付けたこと ・ 西洋画の背景に浮世絵などが描か ・ 認識したことを実感させ，作品や
２ 確認する。 を交流する れていることを知り，浮世絵に関心 表現などに関心をもち，自分なりの
時 「タンギーじいさんの肖像｣ をもたせるようにする。 考えをもたせるようにする。
「ラ・ジャポネーズ｣ ・ 浮世絵の影響を想像できやすい資
「エミール･ゾラの肖像｣ 料の提示を行う。
２ 浮世絵について時代背景や表現 知る ・ 浮世絵についての基礎的な知識を ・ 近くの生徒同士や班で話し合える
の大きな特徴について学習し，浮 知ったこと 得た後，各自が想像できるように西 ようにすることで，想像しやすいよ
世絵の影響について考える。 を交流する 洋に与えた影響について提示する。 うにする。
３ 自己紹介文を班で作成する。 自分の考えを ・ 学級全体に自己紹介文を発表する ・ 自己紹介で必要な項目を共通認識
作品に描かれている人物に成り もって見る ことを意識させるために，自己紹介 することで，作品から想像する内容
代わり，班で文章を作成する。 班で話し合う において必要な項目を確認する。 を明確にする。また，班で考えを出

し合わせることで，多様な考えに気
付かせる。

第 １ 前時にまとめた内容を班で確認 自分の考えを ・ 作品について調べたり，作品を ・ 自分と班員の考えの相違に気付き，
３ する。 もって見る 見たりすることで想像できる内容 それを認識できるようにする。
時 班で話し合う になっているかを確認するように

する。
２ 班ごとに発表する。 学級で発表する ・ ワークシートに他の班の発表に ・ 班員全員が発表することで交流の

対する感想等を記入することで， よさを感じ取れるようにする。
作品に対する見方の多様さを気付 ・ 自分の感じ方や思いとの相違を知
かせる。 らせるようにする。

３ 「タンギーじいさんの肖像」の 多様な見方を知り，自分 ・ 本題材最後の感想を書き，最初 ・ 学級で発表し合うことで認識した
感想を書く。 の考えをもって見る の感想との違いに着目させるよう 見方を意識しながら，再度，感想が

感想プリントを活用する。 書けるようにする。
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○ 自己紹介文の作成を通して

作品に描かれている人物に成り代わって自己紹介

文を作成することは，対象となる作品を何度も見つ

めることで，人物の性格などを想像することを必要

とする活動である。このことは人物についての自己

紹介のための情報を得る知の側面と，人物の性格な

どを想像することから感性の側面の両面を働かせる

必然性が生まれると考える。全３時間の学習を通し

て，感性と知の両面を働かせることをねらいとし，

自己紹介文を作成をする場面を設定した。

３ 検証授業の分析・考察の視点

「見方が深まる」ことについては，感性と知のそ

れぞれの面に対する生徒の感想やつぶやきの質と量

の変化から，以下のように分析する。

○ 学級全体の感想と自己評価の質の変化

○ 個人の感想やつぶやきの質と量の変化

・ 学級における個人の感想の変化

・ 同じ班内での個人の感想の変化

４ 検証授業の結果と考察

○ 学級全体の感想と自己評価の質の変化

第１時において，作品から感じたり，考えたりす

ることができたと自己評価していた生徒は，８割強

を示している。

図２ 鑑賞の能力に関する生徒の自己評価票の記述

図３ 関心・意欲・態度に関する生徒の自己評価票の記述
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図４ 学級全体の感想の質の変化と感想の内容の分析例

初発の感想

0

5

10

15

20

25

30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

項 目

延

べ

人

数

授業終了時の感想

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6
項 目

延
べ
人
数

１時終了時の感想

0

5

10

15

20

25

30

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
項 目

延

べ

人

数

あては
ま る

疑問に
感 じる



- 29 -

第２時ではほとんどその数には変化が見られない

が，班や学級で発表し合うという活動後には，９割

を超える生徒が「作品から感じたり考えたりできた」

という実感をもったことが図２から分かる。また，

図３に示したように，第１時では「感想を発表でき

た」と実感した生徒は７割強であったものが，第３

時には９割を超える数の生徒が「できた」「ほぼで

きた」と実感している。これらのことから，自己紹

介文の作成を通し，生徒が感想を相互に交流するこ

とで，感想の内容が増え，感じたり，考えたりした

ことを意欲的に述べることができるようになったの

ではないかと思い，これは見方が深まったと考える。

次に，生徒の感想の内容の変化については，図４

に示し分析する。

初発の感想では，項目１～４のように「男の人が

座っている」「人物の後ろにたくさんの絵がある」

など主に目に付いた構成物を感想として書いている

ものや既習の知を働かせて見た内容と，それに対し

て，項目 12 ～ 16 の「きれい」「明るい絵」など直
感的に感じたり思ったりした内容とに大きく分かれ

た。また，どちらも一語文や短い文章での記述であ

り，作品のどこからそのように感じたかなどの具体

的な内容ではないものが多く見られた。

第１時の学習活動では，班で作品について調べ，

その後全体で交流をした。この活動において，生徒

は知っていることを明確にし，新しく知ったことを

共有するという知を働かせる活動を主に展開した。

活動後の感想には，前述の１～４に分類される構

成物の発見がさらに多くなり，それらの構成物から

連想するように，自分の思いをもつことができるよ

うになったと見られる記述が目立つようになった。

また，直感的に漠然とした感想を書いた生徒は，交

流により作品の構成物などに視点が移り，「色がた

くさん使ってあるから楽しそう」など，自らの直感

的な感想を裏付けるまで記すという具体的な内容に

変化した。全体を見ると，作品について調べる活動

で作品を見る視点が増え，感想の内容が具体化し感

想の文章量そのものも増える傾向があった。

第２時では，知を働かせる活動として，人物の背

景に描かれている浮世絵に着目し，時代背景などを

知る活動を行った。感性を働かせる活動としては，

浮世絵の影響について生徒が自分なりの想像をし

た。そして，この両面をかかわらせるために，自己

紹介文を班で作成することとした。

第３時では，完成した自己紹介文を学級全体で発

表し合うという活動をし，感性と知を生徒自身が意

欲的に働かせ，自分なりに人物について想像し，作

品の多様な見方を認識することをねらった。

図５ 班で作成した自己紹介文

第３時終了時の感想では，知をさらに働かせて自

分の経験に基づいた想像から「（この人物の）好き

なことは日本の絵を描くことだと思う」など，人物

とそのほかの構成物を自分なりの考えで関連付ける

ことができた。同時に，感性を働かせて自分なりの

思いや感じ方をもつことができるようになったと推

察する。図５は，完成した自己紹介文である。

図６ 授業後の生徒の感想

いろんな絵を集中して見ている
と，「作者はこう思って描いたのか
な？」と考えられました。発表は他
の班に比べてスムーズじゃなかった
かもしれないけど，楽しくできた。

テストのように自分の意

見と他の人の意見が全く同

じになるとは決してないこ

とを学んだ。なかなか大変

だった。

今までそんなにじっくり絵を見た
ことがなかったので，今回の授業で
絵にはこんなところもあるんだと思
いました。

想像力を働かせることによって，たくさ
んのことを考えることができた。みんな一
人一人見方が違うので「そういう考え方も
あったのか！」と驚いた。
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図４で示したように，生徒はこれまで感性または

知のどちらか一方を大きく働かせて作品を見る傾向

にあったと思われるが，この活動を通して，感性と

知の両面を働かせた内容の感想へと変化することが

できた。

図６に示したように，この活動を行うことにより，

感想の内容が変化し，生徒自身がそのことを実感し

たと思われる記述が見られた。

○ 個人の感想やつぶやきの質と量の変化

・ 学級における個人の感想の変化

図７に示した生徒Ｂと生徒Ｃは同じ班に属してお

り，班の活動に伴い感想に変化が見られる。生徒Ｂ

は初発の感想では主に既習の知の側面から作品を見

る傾向にあり，生徒Ｃは直感的な感じ方である感性

の面からの内容であった。作品について調べる活動

により，両者とも作品を見る視点が増えた。さらに

班での交流する活動を通して，それぞれの発言など

がかかわり合い，感性と知の両面を働かせるような

感想に変化したと推察する。班での活動の詳細と分

析については，表２に示した通りである。

図７ 生徒Ｂ，生徒Ｃの感想の内容の変化
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生徒Ｂの初発の感想は
既習の知によって
作品を見た記述

生徒Ｃの感想は知を
働かせたと思われる内容
が記述されている。

生徒Ｃの最後の感想
は作品を見て想像した
内容の記述が見られる

生徒Ｃの初発の感想は
直感的な感じ方での記述

生徒Ｂの感想は作品
を見る視点の増加と
質が変化した。

生徒Ｂの最後の感想は
想像したもののみの
記述が見られる

表２ 班の交流による生徒の感想や発言の変化

生徒
生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 考 察（主に生徒Ｂに関して）

学習活動

１ 作品を 男の人がにこやか なぜ浮世絵みたい よい年の取り方をし 背景がいろんな絵で 作品の第一印象で，生徒Ａ，生徒Ｂは作品を見
第 見て最初 に座っている感じ なのが後ろに飾っ たおじいさんの感 埋め尽くされてい て目に付くものや，描かれている構成物の中で自
１ に感じた がする。後ろの絵 てあるのだろうか。 じ。全体的に柔らか て，すごくカラフル 分の知っているものを挙げることを感想としてい
時 ことに関 は日本風。 肌の色に黄色が使 い色づかいなのはど できれいだった。③ る（①）。疑問点としては，自分の体験や考えでは
する記述 われている。① うして。② 理解できないという作品の構成や構成物などを挙

げている（④）ようである。
２ 作品に描かれているものを発表し合った後作品に対する疑問点を考える。 次の活動は班で作品について調べる活動であっ

た。生徒Ｂは生徒Ｃにこの活動内容について説明
３ 作品に 人物はどこの国の なぜ浮世絵が後ろ 全体的に柔らかい色 をしている。この受け応えの中で「タンギーじい
対する疑 人か。 に飾ってあるのか。 遣いはなぜ？配色が さんの出身について」という発言などから，生徒
問点に関 後ろの女性は日本 日本の風景が描か 黄色っぽい理由。 Ｂの視点が変化したと思われる。初発の感想やそ
する記述 人か。 れている。④ の直後の疑問では，視点は背景にある浮世絵（①

④）にあったが，この活動後の感想では人物に着
４ 作品に 「何について調べ 目した内容になっていることからも分かる（⑤）。
ついて班 る？絵について？」 第１時では，生徒Ｂは常に積極的に話し合いに
で調べる 「タンギーじいさ 参加した。中でも生徒Ｃとの会話が多く，その見
活動での んの出身につい ｢日本って書いてあ 方を自分の感じ方として受け入れているところが
主な発言 て。」 るじゃん。｣ ある。それは生徒Ｃの「色づかい（②）」というこ

とばから作品の色に着目し「色づかいが明るい
５ 作品について基礎的なことを班で調べた後，それを確認するために，班で調べたことを学級全体で （⑤）」と書いていることから分かる。色からのイ
交流する活動を行う。調べる内容は，作品名・作者名・作者の出身国・描かれた時代などである。 メージでその性格を想像したためだと考えられる。

しかし，「明るい色づかい」から「楽しそうな人」
６ 再度作 最初は日本人の絵 何か日本の絵か写 場所は日本かな。 タンギーじいさんは と感じたのは，第１学年での色彩の学習をした結
品を見て かと思った。 真を自慢している ⑥教科書にこの絵 日本の絵が好きなの 果，知を働かせたともとらえられる。この場面で
書いた感 タンギーじいさん ような感じ。明る が完成した同じ年 かと思った。 生徒Ｂが感性を働かせたとは考えにくいのである。
想の記述 がモデルになった く楽しそうな人だ にゴッホが日本を また，生徒Ｂが人物の背景から浮世絵などを発

わけを知りたい。 と思う。 愛したとあった。 見しただけだったが，作品について調べたりそれ
なぜなら色づかい 結構な年を取り， を確認したりする活動を行うと，人物に着目した
が明るいから。⑤ 自分の好きなこと 「明るく楽しそうな人⑤」という記述がみられる

をしている人だと ようになった。これは学習を行うことで作品を見
思う。なぜなら日 る視点が増えたと考える。授業後の感想でも，「す
本に行ったかのよ みずみまで見れ，いろいろ発見できた（⑦）。」と
うに描かれている 記述しているように，見て発見することが多くな
から。 ったことを成果として感じていると推測する。
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生徒Ｂは，交流する活動により，十分に感性を
○ 授業に すごい発見やおも すみずみまで見れ， 絵から想像がふくら 集中して授業をまじ 働かせたとはいえないが，知を働かせて見ること
関する感 しろいことを見付 いろいろ発見でき んでまとめるのに苦 めに受けた。 で，それを高め，以前より作品を見る視点が増え，
想の記述 けられてよかった。 た気がする。⑦ 労した。 他の人の見方を認識した上で自分の感じ方として

いた場面も見られた。

１ ３点の作品の共通点を確認する。 第１時で生徒Ｂは，知を働かせることで，作品を
Ｘ「タンギーじいさんの肖像」Ｙ「ラ・ジャポネーズ」 Ｚ「エミール・ゾラの肖像」 見る視点を増やすことができた。

第 生徒Ｂは，第２時においても知を働かせて作品を
２ ２ 作品の 「ゆかたと扇子。」 見ている。それは，作品の構成物の中から日本に関
時 背景の表 「日本の絵。」 するものを見付け発表しているだけでなく，詳しい
現につい 「浮世絵。」 浮世絵に関する構成物の記述が見られるからである。
て班で話 「だって西洋を魅 また，作品から見付けただけではなく，教科書の記
し合う活 了した浮世絵って 述からも見付けた構成物を確認し，確信している。
動での主 書いてあるじゃ これは知をしっかり働かせたためだと考える（⑧）。
な発言 ん。」⑧ 「ほんとじゃ。」 この第２時の班の活動では，人物に成り代わって

自己紹介文を作成した。まず班でどの作品を扱うか
３ 自己紹介 「何調べる？Ｘの を検討した際に生徒Ｂは，作品Ｚを提案した（⑨）。
文を班で作 タンギーじいさん 理由は，作品の構成物から容易に文章を作ることが
成する活 にしようや。」 できると考えた結果の発言であると見られる（⑨）。
動での主 ｢Ｚ。だって好 その後の自己紹介文を作成する活動では，生徒Ｂは
な発言 「Ｚがいい。」 きなこと読書っ 「趣味調べる人？ 教科書等の資料から文章を作ろうとしていたようで

て簡単にできそ 想像でいいよ。即 ある。それは，生徒Ｃの想像して作成するよう（⑩）
「趣味調べる。」 う｡」⑨ やって。」⑩ に促す発言に反応していないことに表れている。

｢先生他に資料 生徒Ｂは第２時では，第１時にも増して知を働か
ない？こういう 「絵から見て書く せることができたため，作品から見付けただけでな
調べるものは?｣ んよ。作者自身の く，教科書等の資料からも積極的に情報を得ること
⑪ ことよ。」 ができ，それを班員に示すこともできてきた。しか

「部屋がフランス し，目に見えるものに限界を感じたり，情報を得る
っぽい。」⑬ ことができなくなったりすると，そこで活動が止ま
「えー，日本の何 り，自ら人物について想像することができない状況

「パソコンで調べる が描いてある？」 に陥っているのである。そのため，教師に資料を求
か。」⑫ める様子が見られたのだと考える（⑪⑫）。

これらのことから生徒Ｂは，班で積極的に交流を
○ 授業に 本がたくさんあっ 手は挙げてなかっ 絵から感じ取ること 授業の内容がよくわ 行うことができたことで，さらに知を働かせたこと
関する感 たので，趣味は本 たが，発表はした。 が多すぎてまとめる かった。 を確信に変えるという高まりを見せたが，感性を働
想の記述 を読むことかなと 考えを言うことが のだ大変だったけど かせ，想像することまでは至らなかったという様子

思った。 できた。 楽しかった。 が見られる。

１ 自己紹 「何を一番言いた 第３時では，まず班で打合せを行った。自己紹介
第 介文を発 いか？」 文を学級で発表する準備段階で，一番目立たせる
３ 表するた 「何を一番目立た ことについて話し合った。この活動で，生徒Ｂは
時 めに，班 「名前。」⑭ せる？」 「名前⑭」と応答している。作品Ｚは描かれた人
で模造紙 「え～名前？」 物の名前が作品名となっている。それで名前を目
に清書し 「最後が締めなん 立たせることは，間違いではないと判断した生徒
確認する じゃけぇ。『趣味の Ｂの発言だと思われる。ここでも知を働かせて活
活動にお 本を読むことなど』 動している様子が見られる。
ける主な の『など』ですが しかし，第３時で生徒Ｂは，学級内での発表を
発言 いいよ。」 終えた感想において，自分と異なる考えを感じ取

「読む順番覚え っている記述が見られる（⑮）。これまでの知を働
「覚えれん。」 た？」 かせて作品を見ることを中心にした作品の感想で

はなく，感性を働かせて見るということを実感し
２ 学級内 今まで鑑賞はあま この授業で観察力 絵をぱっと見るのと ６つの班がそれぞれ た結果の記述ではないかと思われる。それは，生
で発表し り好きではなかっ と想像力が養えた。 学んでから見るのと おもしろい意見を出 徒Ｂが生徒Ｃと会話を多く交わしており，このこ
合った後 たが，この授業で みんな違う考えを では印象が大きく違 したりするのがすご とが生徒Ｂの見方に変化をもたらしたのではない
鑑賞活動 いろいろなことを もっていることが うということがわか く楽しかった。 かと考えるからである。また，生徒Ｂの最後の感
について 発見するおもしろ 感じ取れた。⑮ った。自分自身でも 想にある「フランス育ち⑱」という記述からも推
の感想の さや，みんなと自 感じたし友達の意見 察できる。これは，生徒Ｃが第２時に発した「部
記述 分の意見を比べた からも感じておもし 屋がフランスっぽい⑬」が心に残った結果ではな

りすることの楽し ろかった。浮世絵が いだろうか。このことから，生徒Ｂが今まであま
さがわかった。 広く愛されたことに り働かすことができなかった感性を働かせて，人

ついてもっと学びた 物について想像することができたのではないかと
いと思った。⑯ 推察する。生徒Ｂはこの班の交流を通し，感性を

働かせ新たな見方をすることができるようになり，
○ 授業に おもしろかった。 発表は面倒くさか とても楽しかった。 みんなの前で発表 その結果，見方の深まりを感じられるようになっ
関する感 ったがみんなのお 人の意見と自分の してすごく緊張し たのではないかと考える。
想 もしろい意見が聞 意見の違いから考 たけど，いい経験 初発の感想では「よい年の取り方をしたおじい

けた。 えさせられた｡ ⑰ になった。 さん②」など直感的に感性を働かせて見る傾向に
あった生徒Ｃにおいては，この活動を進めていく

４ ３度目 モデルになった理 趣味は絵描き。 日本をこよなく愛 タンギーじいさん 中で，知を働かせる傾向の生徒Ｂとの会話から，「場
に作品を 由は日本が大好き 実はアメリカ生ま している。後ろに は日本の絵が好き。 所は日本⑥」と漠然と見ていた背景から，作品を
見た感想 だという思いをみ れ，フランス育ち。 日本の絵があるか 日本文化を知って 見る視点が具体的になり，さらに「浮世絵が広く
の記述 んなに伝えたかっ 年は５４。⑱ ら。⑲日本画をた いる外国人。 ⑳ 愛されたことについてもっと学びたい⑯」や，最

たから，自然な笑 くさん持っている。 にぎやかな部屋だ 後の感想の「後ろに日本の絵がある⑲」ことを理
顔。ゴッホに無理 ゴッホとは日本画 と思う。 由にした記述が見られるようになった。このこと
矢理モデルにされ の話で盛り上がっ から生徒Ｃは，感性を働かせて見ただけでなく，
たわけではない。 たのでモデルにな 知を働かせて見ることもできるようになり，それ

った。 を交流から実感している（⑰）。
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知を働かせて見たことによる感想や発言 感性を働かせて見たことによる感想や発言

交流で効果を感じたと思われる感想 ゴシック体の文字は生徒の感想，明朝体の文字は生徒の発言の内容

・ 同じ班での個人の感想の変化

学習活動では，生徒が相互に交流する活動として，

班単位で話し合うことができるように，毎時場を設

定した。

ここまで生徒Ｂを中心に分析を行った。このこと

から，班で積極的に話すことにより，知を働かせる

傾向が強かった生徒Ｂは，感性を強く働かせて見る

生徒Ｃの見方に影響を受けたと見られる。それは，

生徒Ｃの見方を自分の感じ方に取り入れたと見られ

る記述⑱から推察できる。同様に生徒Ｃについても，

生徒Ｂと積極的に話すことで，知を働かせた見方に

気付き，それを取り入れた様子が見られる。

また，同じ班であってもほとんど発言をしなかっ

た生徒Ｄも，初発の感想では「カラフルできれい③」

という漠然としたものから，最後の感想では「日本

文化を知ってる外国人⑳」という記述に変化してい

る。これは，周りの人のやりとりを見たり，聞いた

りすることで，自らも感性だけでなく，知も働かせ

た見方に変化したからであると考える。

これらのことから，班や学級で生徒が相互に交流

する活動により，感性と知の両面を自然にかかわり

合わせることができ，美術作品の見方を深めること

ができたと考える。

Ⅳ 成果と課題

１ 成果

○ 美術作品の鑑賞の指導をするうえで，感性と知

の両面を働かせる活動を取り入れた指導法を展開

することにより，生徒は美術作品の見方を深める

ことができた。

○ 学習活動に自己紹介文の作成を取り入れたこと

で，作品を何度も見る必然性が生じ，生徒の感想

は，回を重ねるごとに新たな内容へと変化した。

２ 課題

○ 生徒の活動の様子や感想の内容から，その感

性と知の両面を働かせることはできたと思われる

が，それを一体化するというところまでは十分に

指導できていないのではないかと感じる。それは，

美術作品について生徒自身が自分の価値判断の規

準をもって見るというところまで高めた指導にな

っていなかったのではないかと思うからである。

第３学年における鑑賞活動の指導では，生徒が自

分なりに作品の批評ができるようにする指導を取

り入れることの必要性を感じる。

○ 本研究において，限られた時間でできるだけ

美術作品を見る機会を増やしたため，知を働かせ

る活動の内容をできるだけ少なくし，感性を十分

に働かせることをねらった。しかし，作者の人と

なりや，作品の制作に関する時代背景や社会情勢

などについては，詳細に学習をする機会を確保し

ておらず，感性と知をバランスよくかかわらせて

働かせた指導になっていたか，再考を要すると感

じている。

以上の成果と課題を踏まえて，今後も感性と知の

両面を働かせることで美術作品の見方を深めること

のできる指導法について，さらに追究していきたい。
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